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理事長退任のご挨拶

顧 問 永田 得祐

平成２３年度定時総会をもってＳＡネット大阪の理事長を退任

させていただくことになりました。

平成２０年５月の総会で久保前理事長から理事長のバトンを

引き継がせて頂いてから３年間理事長職を理事の皆様、会員の皆

様のご協力とご支援で無事に務めさせて頂きましたことを心よ

り厚く御礼申し上げます。

この３年間は色々な変化がありましたが、最大の変化は２１年

３月に大阪府の行財政改革による助成金の廃止に伴い高齢者大学が廃止され、４月からは

「ＮＰＯ法人大阪府高齢者大学校」を設立し、継続開講することになりました。これに伴

いＳＡネット理事長と高齢者大学校の副理事長を兼任することになりました。

又ＳＡ・ネット大阪からは、三田新理事長、西川、武内、奥谷の３名の副理事長が高齢

者大学校と大阪アクティブシニア協会の要職に携わっています。

そして、この４月からは、法円坂の高大の事務所に高大連協、ＳＡ連協の５団体が机を

一つ頂いて共有の事務所として各種イベントの申し込み窓口などに活用させて頂いていま

す。 今後は、この事務所を活動拠点として、高大・大阪アクティブシニア協会との協働

の強化、又ＳＡ連協など同窓会５団体との協働を強める必要があると思います。

この３年間、ＳＡ・ネット大阪として、会計システムの導入、ＨＰの立ち上げと広報誌

ＳＡ・ネット大阪の発行など組織管理の基盤整備は出来たと思っています。

一方、事業実績面では、堅実経営は出来ましたが、会員の減少など成長戦略の面では課

題を残しましたのが心残りです。

後任には、副理事長として又おもちゃ事業部、初期の介護情報研修センターの代表とし

て経験豊富な三田さんに安心してバトンタッチすることが出来ました。新しい理事長を中

心に、新しい成長と発展を目指して頂ける事を期待しています。

理事長退任後は、顧問としてＳＡ・ネット大阪の更なる発展充実に微力ですが協力させ

て頂く所存です。

３年間本当にご協力とご支援ありがとうございました。
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理事長就任のご挨拶

NPO 法人シルバーアドバイザー・ネット大阪

理事長 三 田 進 一

まず、先の東日本大震災により被害に会われた方々に対し心から

お見舞いを申し上げます。一日も早く復興されることを祈念してお

ります。

さて、去る 5 月 28 日開催の第 5 期定時総会で NPO 法人設立以来

5 年間、理事長、副理事長としてこの創生期を引張ってこられた、永田理事長がこの総会

を以て退任されることになり、後任の理事長には私が選出されお引き受けすることになり

ました。

永田前理事長は、引き続き理事のまま顧問として運営全般についてご助言を頂きます。

私は、元より浅学菲才の身でございますので、とてもこの重責を全うできるとは思えま

せんが、永田顧問はじめ役員の方々、会員の皆様のご協力を得て何とかこの大役を務めた

いと考えております。どうかよろしくお願い申し上げます。

また、新たに奥谷理事を副理事長に選任し、企画担当として今後の運営、事業展開につ

いて大いに腕を振るって頂きたいと存じます。

私たちの母校である「シルバーアドバイザー養成講座」が大阪府の財政改革の影響で「大

阪府高齢者大学」と共に廃止され、「NPO 法人大阪府高齢者大学校」として発足してから

今期で 3 期目に入り、「シルバーアドバイザー養成講座」もそのまま引き継がれていますが、

受講応募者が年々減り定員に達せず、講座の成立自体が危ぶまれている現状は誠に憂慮す

べき事態で、これらを何とか打破したく側面から協力するとともに、今期掲げた下記４項

目の統括事業方針の実現、目標達成に取り組みたいと存じます。

１、 企画力・実践力を強化し「魅力あるイベント」開催を通じて会員と人材の増加を図

る。

２、 茨木介護情報・研修センターの廃止に伴う新しい受託事業相手先の発掘と交渉・契

約成功を目指す。

３、 広報活動の強化。HP と広報誌「SA・ネット大阪ニュース」の内容の充実を通じて

会員の増加を図る。

４、 大阪府高齢者大学校、大阪アクティブシニア協会との協働を強化し、SA・ネット大

阪の事業拡大につながる相乗効果を目指す。

以上、第 6 期も微力ながら私以下新体制のもと、事業計画達成に取り組みますので引続き

会員の皆様のご支援とご協力をお願い申し上げます。
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◆ ◆ 第 ５ 期 事 業 報 告 ◆ ◆

5 月 28 日午後１時半より、大阪市中央区「大阪市教育会館」にて、第５期定時総会が

ご来賓に大阪府福祉部高齢介護室介護支援課古川健一課長補佐、NPO 法人大阪府高齢者大

学校 長井美知夫理事長のご出席を頂き開催されました。

総会議長には正会員の内山策郎氏が選出されて、下記の如く「第５期事業報告」と

「第６期事業計画」の報告がありました。

第５期事業報告について、次の如くに報告され承認されました。

１、 第５期事業総括報告（事業期間：平成２２年４月１日～平成２３年３月３１日）

【報告：理事長 永田 得祐】

第５期は、国内で大きな変化がありました。その象徴的なものとして橋下知事が「維

新の会」を立ち上げ「大阪都構想」を打ち出し大阪府と大阪市の統合を目指し大きく躍

進しました。また３月１１日には、未曾有の「東日本大震災」に伴い大津波・原発事故

が発生し今後復興に向けかなり長期の復興政策が必要です。

私たちの母校である高齢者大学校では、今年９５４名の２期生修了者を送り出し、ま

た、ＮＰＯ設立３年目を迎え、１４３７名の３期生を迎え入れました。

このような状況下で各事業部は、堅実経営を行い全事業部門ともに黒字経営を実現、

法人全体としては、経常収入 1,363,651 円、経常収支差額は些少ながら 14,232 円を計上

することが出来ました。

第５期の主な事業と今後の課題

１）渉外ネットワーク活動

大阪アクティブシニア協会のＮＰＯ法人化に係わり、大阪出前サポートバンク事業に

は事業部長・事務局長の参画協力を行いました。

２）広報活動

広報誌「ＳＡネット大阪ニュース」は、第８号から第１０号まで年３回発行し、事業

結果の報告に加えてイベント計画の紹介ＰＲに重点をおきました。

３）理事会

４月の臨時理事会を含めて年１３回開催。各部の事業展開の報告と事業推進方策の討議

を行いました。

４）今後の課題

①大阪府からの受託事業先の茨木市の大阪府立介護情報・研修センターが本年３月末で

閉鎖になりましたのでこれに代わる新規受託事業先との受託契約を締結することが緊急

の課題です。

②自主事業である「おもしろ算数教室事業」と「国際交流事業」は収入増を図るため新

しい成長戦略が必要です。

③「魅力あるイベント」の企画実施による会員の獲得増加については、目標を達成出来

ず、会員の減少傾向が続いており次期への繰り越し課題となります。
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２、事業部活動報告

1）大阪府立介護情報・研修センター福祉用具説明員サポート事業活動報告

【報告： 理事 石井 定雄 事業部長】

大阪府立介護情報・研修センター（以下「当センター」という）は、大阪府の財政改

革で廃止案が公表されまして、存続については大阪府福祉部地域福祉推進室地域福祉課

と話し合ってきました。２月４日大阪府より、今後の当センターのあり方について説明

がありました。

大阪府の考え方

① 公の施設として、大阪府立介護情報・研修センターは廃止する。

② 大阪府内の類似施設を活用し、委託事業を実施する。

③ 民間団体等との連携

これまで当センターの運営にご協力いただいた民間団体との協力関係を維持出来

るような手法を検討する。

当センターを廃止するには、大阪府議会に廃止をする条例を大阪府知事は、平成２３

年２月２１日より開かれた、大阪府議会定例会に上程されました。

審議されまして当センター廃止案は平成２３年３月 15 日に可決しました。平成２３年

３月 31 日で当センターは閉館となりました。閉館に伴い 当センターと特定非営利活動

法人シルバーアドバイザー・ネット大阪との福祉用具の普及推進等に関する委託契約を

解除しました。

2）伝承おもちゃづくり府民塾事業部活動報告

【報告： 副理事長 三田 進一 事業部長】

前々期に引き続き大阪府下の各団体・諸施設等の主催するイベントに参加し、「伝承おも

ちゃづくり」手法を通じて子ども達や若い親たちと三世代交流を深めることができました。

前期も大阪府福祉基金福祉振興助成金を受けることができ、派遣依頼によるイベント参

加や、教室開催とともに、口コミによる活動範囲の拡大に努めた効果が表われてきたと思

われます。

また、前々期と同じく大阪府高齢者大学校の関連イベントの「ろうきん祭り」では、協

力団体として参加、“高大の受講生”とともに市民との交流に努めました。

更に 10 月 30 日、主催が“官”から“民”へ変わり、大阪アクティブシニア協会が実施

の「アクティブシニアフェア 2010」にも参加。来場者や出展グループとの交流を図りまし

た。

なお、「おもしろ算数教室」「国際交流」の他事業部との併催も行うべく企画したが、「国

際交流事業部」との併催企画が準備不足もあり実現できなかったことが反省点であります。

通期開催 11 回 延 13 日 SA 参加者数 延 107 名 来場者数 1858 名

教材読本（手づくりおもちゃ読本他）頒布実績 53 冊
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3）おもしろ算数教室事業部活動報告

【報告： 理事 二葉 登代子 事業部長】

この教室では、楽しみながら、算数マジックの謎解き・算数パズルを解く・

百升計算等の計算トレーニングを通して、次のことを目指しています。

① 小学生には、考える力、根気よく物事に取り組む力や、基礎計算力を身につけます。

② 高齢者を対象としては、脳の活性化を図ります。

以上を目指し、講座（初級・中級・上級）を実施し、更にサポーター養成講座を開講し

ましたが、受講者の減少には歯止めがかからなく、講座はほとんど成立しませんでした。

その中で２名のサポーターが誕生したことを評価しています。

大阪府高齢者大学校の講座においては、サポーターの方と一緒に実施しました。特に「サ

ポーターとしての活動報告」におきまして、サポーターとしての活動のみならず、多様な

ボランティアとしての活動報告が、受講者から好評を得ました。

また、「パズル体験」の実施の幅が広がってきたように捉えています。

更に、大阪アクティブシニア協会の出前講座も実施しましたが、出前講座の充実が、さら

に幅広いものとなるようにしたいものと考えています。

4）国際交流事業部活動報告

【報告： 理事 出口 恭一 事業部長】

平成１８年９月にＮＰＯ法人ＳＡネット大阪が設立され、平成１９年４月に現国際交流

事業部がＮＰＯの一事業部としてスタートしました。 設立当初からＳＡ国際交流専攻コ

ースの修了生の各期から２名以上の代表で運営委員会を構成しました。最盛時は２１名で

構成されていましたが、現在、在籍者が１２名と約半数になり、２２年度の８月を除く毎

月開催の運営委員会への出席者は、６～７名と淋しい状況となりました。この原因は大き

く二つ挙げる事が出来ると思います。一つ目は、運営委員各位が国際交流事業部以外のボ

ランティア活動を行っておられる事。二つ目は、国際交流事業部に対する魅力の欠如です。

この問題を如何に解決するかが来期に課せられた大きな課題だと考えます。

２２年度も運営委員各位の御協力で第９回から第１１回国際交流サロンを開催出来まし

た。第１１回では「伝承おもちゃづくり府民塾事業部」の御協力をいただきました。

◆ ◆ 第５期収支決算報告と監査報告 ◆ ◆

第５期収支決算報告は、服部早樹子会計担当より報告され、監査報告は、和佐義顯監事

より報告されました。この報告の採決に入り異議なく承認された。 ( 決算報告：HP 参照 )

◆ ◆ 第６期 新役員の選出 ◆ ◆

第６期の新役員選出については、永田理事長より新理事長に「三田進一」氏、新副理事

長に「奥谷英夫」氏、新理事に「服部早樹子」氏、新顧問として「永田得祐」氏、新顧問
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に「石井定雄」氏の提案があった。又、顧問「久保昌之」氏、理事「草川大造」氏の退任

の報告があった。

この提案の採決に入り異議なく承認された。

第５期の役員 第６期の役員

理事（顧問） 久保 昌之 理事（顧問） 永田 得祐 （新任）

理事（理事長） 永田 得祐 理事（顧問） 石井 定雄 （新任）

理事（副理事長） 三田 進一 理事（理事長） 三田 進一 （新任）

理事（副理事長） 西川 龍夫 理事（副理事長） 西川 龍夫

理事（副理事長） 武内 信憙 理事（副理事長） 武内 信憙

理事 二葉 登代子 理事（副理事長） 奥谷 英夫 （新任）

理事 石井 定雄 理事 二葉 登代子

理事 田中 曉子 理事 田中 曉子

理事 出口 恭一 理事 出口 恭一

理事 大川 正彦 理事 大川 正彦

理事 島田 道子 理事 島田 道子

理事 草川 大造 理事 服部 早樹子（新任）

理事 奥谷 英夫 監事 和佐 義顯

監事 和佐 義顯

退任 理事（顧問）久保 昌之 理事 草川 大造

◆ ◆ 第 ６ 期 事 業 計 画 ◆ ◆

第６期事業計画について、次の如くに計画が説明されて承認されました。

【報告：理事長 三田 進一】

1. 第６期総括事業方針（事業期間：平成 23 年 4 月 1 日～平成 24 年 3 月 31 日）

１）企画力・実践力を強化し「魅力あるイベント」開催を通じて会員の増加と人材の育成

を図ります。

具体的には、高大連協・ＳＡ連協の会員にもイベントへの参加を呼び掛け役員・会員と

して入会を積極的に呼び掛けます。

２）茨木市の大阪府立介護情報・研修センターの廃止に伴い、新しい受託事業相手先との

契約交渉を行い契約締結を目指します。

３）広報活動の強化

ＨＰと広報誌「ＳＡ・ネット大阪ニュース」に「魅力あるイベント」計画の掲載など内

容の充実を通じて会員の増加を図ります。

４）大阪府高齢者大学校・大阪アクティブシニア協会との協働を強化し、ＳＡネットの事
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業拡大につながる相乗効果を目指す。

５）大連老人大学との国際交流ツアーを企画します。

実施時期・スケジュールなど具体的な事項は企画部にて企画立案中です。

2. 事業の実施に関する事項

1）伝承おもちゃづくり府民塾事業部活動方針

【報告：理事長 三田 進一】

世代間交流のツールとして、「日本の伝承おもちゃづくり」の手法を一緒に学びながら楽

しめるイベントの企画を目指します。

高齢者と親子が、あるいは友だちと共同作業として「自分だけのおもちゃ」をつくり、

そろって楽しく遊ぶことにより、親子・家族との「絆」や、「友情」を育むことを感じても

らい、「モノづくり」の大切さを体験してもらいます。

また今期は、他事業部、特に「国際交流事業部」との連携を強め、異文化に触れること

で「日本の伝承文化」の素晴らしさをより理解してもらうように努めていきたいと思いま

す。

事業運営資金の確保も重要な課題であり、新しい助成金の申請、教材の商品化等早急に

検討していきたいと思っております。

・実施予定回数 通期 12 回、 延 15 日

・実施企画 府下各市町村関連団体、自治会、商店街、各種団体等主催のイベント・

講座等に講師派遣。自主事業（講座、イベント等の開催）の実施。

・予算収入 220 千円

2）おもしろ算数教室事業部活動方針

【報告： 理事 二葉 登代子 事業部長】

この教室では、算数マジック・算数パズル・百升計算等の三点セットの取り組みをしてい

ます。楽しみながら、小学生には、論理的思考力や考える力、根気よく物事に取り組む力を

身につけ、また、高齢者には、脳の活性化を図ることを目指して活動しています。

しかし、講座の受講者が、年々減少の一途です。昨年度は、アピールの方法を工夫する努

力を、実施してみましたが、効果は見られなかったようです。今年度は、サポーターの方と

一緒に、講座そのものを改編してみる方向で、工夫をしてみようと準備を進めています。

一方、出前教室の依頼は、少しではあるが、増えています。これをさらに充実したいと考

えています。そのためには、算数パズルの基礎編の更なる充実を目指したい。パズルをもっ

と多くの方々に、楽しんでもらえるようにしたいものだと考えています。その上で、出前教

室の充実を図りたいと考えています。

以上を踏まえて、サポーター会の運営を、より充実したものにしていきたいものです。そ

の工夫の一環として、

① サポーター会を、楽しめる会にしたいと思う。

② サポーター会で、新しいパズルを作成したり、提案したりしたいと思う。
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③ サポーター会で、パズルを解くことや、開発中のパズルの点検をする。

④ サポーターの方々に、おもしろ算数パズル塾を実施できる機会を探る。

⑤ サポーター会で、講座に代わる「おもしろ算数教室」の広がりを模索する。

3）国際交流事業部活動方針

【報告： 理事 出口 恭一 事業部長】

今年度は、「伝承おもちゃづくり府民塾事業部」と共同で助成金を受ける事が出来るよう

になりました。これは、昨年までの当事業部の魅力の無さを解決してくれる試金石になる

と考えます。また今年度、最初の第１２回国際交流サロンは６月２６日（日）に「英語落

語」で開催が決定しております。第１３回以降の日程も第１３回が９月１０日（土）か１

１日（日）、第１４回は１１月１２日（土）か１３日（日）、第１５回は１月２１日（土）

か２２日（日）そして第１６回は３月末日迄に開催としております。

また、上記の国際交流サロンの開催には、「伝承おもちゃづくり府民塾事業部」の協力を

得て魅力あるものとし、活動範囲も拡大したいと考えています。対象としましては、大手

商社、エール学園や大阪府立大学と交渉を始めておりましたが、残念ながら、商社の海外

に駐在される社員各位におもちゃ作りを覚えていただく計画は、駐在と決まってから「お

もちゃ作り」の習得に時間を割けない事が判明し諦めました。エール学園には中国・韓国

の留学生に対しておもちゃ作りを授業の一貫に組入れていただく事。大阪府立大学には、

今迄の留学生と交流してきた同種の打診をしています。未だ具体的な回答はいただいてお

りませんが、これらが駄目であっても、どしどしアイデアを出して事業部の魅力作りをし

たいと考えています。

4）企画部活動方針

【報告： 副理事長 奥谷 英夫 企画部長】

ＳＡネット大阪の組織の強化に努めるために、次の通り活動を展開します。

１）5 月末にＮＰＯ法人となる大阪アクティブシニア協会との協働活動を

強化し、ＳＡネット大阪の中心的な事業となるよう推進する。その為、

組織を挙げて取り組みを図る。

２）3 月末で廃止となった大阪府立介護情報・研修センターに代わる施設を運営・管理す

る受託先を大阪府が公募するのに伴い、予想される応募団体（企業）とのジョイント事

業を目途に、情報交換を通じて契約の成就に努める。

３）ビッグ・アイ共働機構の中心団体である国際障害者交流センターとの連携による福祉

用具説明サポート事業を進める。

４）中国・大連市老人大学との交流のためのツアーを企画し、次年度以降に

予想される大阪府高齢者大学校の海外老人大学との交流事業に先鞭をつける。

５）理事会、事業部の運営のあり方を理事会で早急に検討し、企画と実践の両

面を強化し、組織の拡大に全力で当たる。助成金がなくても収入を得られ、

赤字にならないＮＰＯ法人を目指す。
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◆◆ 第 ６ 期 収 支 予 算 ◆ ◆

第６期収支予算は、服部早樹子 会計担当より報告されました。

この報告の採決に入り、異議なく承認されました。 ( 第６期収支予算：HP 参照 )

◆ ◆ 総会第２部「落語を楽しもう会」 ◆ ◆

第５期定時総会の終了後、引続きまして第２部「落語を楽しもう会」が午後 2 時 45 分

より隣室の「和室」で開催された。

桂枝三郎師匠の落語と甚兵衛会の落語と大喜利を楽しみ、盛況裏に総会を終了した。

＊HP にも総会の「報告」を掲載していますので、是非ご覧願います。

◆ ◆ 新 規 人 材 募 集 中 ◆ ◆

新規事業の企画・開発に従事して頂ける「新規人材」を大募集中です。

NPO で新しい活動に挑戦してみませんか！！

積極的なご応募をお待ち申し上げております。

ご連絡先窓口 E-mail：2006.09@sanetosaka.jp

◆ ◆ ホームペ－ジについて ◆ ◆

HP「会員広場」に会員の皆様の「活動報告」の投稿、又「イベント」情報連絡用とし

ての HP のご活用をお待ちしていますので、広報部までご連絡ください。

ホームページ URL：http://sanetosaka.web.infoseek.co.jp

ご投稿先窓口 E-mail：2006.09@sanetosaka.jp

[ 編集後記 ]

「SA・ネット大阪ニュース」第 11 号は、「総会特集号」の内容でお届けいたしました。

会員の皆様より、本紙への積極的な「投稿」を心からお待ち申し上げております。

次号は前期事業の中間報告の内容で、11 月中旬に発行の予定です。（ 広報部：T.N ）


